
　この「あとがき」を 3月中旬に書いておりますが，
COVID-19 の第 8波が収束して，8日に開幕した第 5回
「ワールド・ベースボール・クラシック」（WBC）が大きな
盛り上がりを見せています．本号がお手元に届く頃には，
侍ジャパンのWBC優勝で歓喜の余韻に浸っていることを
心から願っております．
　さて，本号の「技術講座」には，微生物検査の基本的か
つ極めて重要な「抗酸性染色」と「病原細菌用免疫血清の
使い方」が掲載されています．主治医が結核を疑っていな
い症例において，喀痰のGram染色でガラス傷のように透
けて見えた場合に，微生物検査技師が機転を利かして抗酸
性染色を追加で行い，菌体が観察され，培養・同定検査の
追加オーダーを示唆したのみならず，感染管理においても
主治医に感謝されて「微生物検査技師冥利に尽きる」経験
をお持ちの方々もいるかと思います．同定検査では，技術
革新ともいえる質量分析装置が導入された現在において
も，赤痢，腸チフス，パラチフス，コレラなどの三類感染
症の診断には免疫学的検査は必須です．これら 2つの総説
には，抗酸性染色や病原細菌用の免疫検査の押さえておく
べき考え方や技術の具体的なポイントとコツがわかりやす
く解説されていますので，ぜひご一読いただければと思い
ます．
　その他，「オピニン」「病気のはなし」「トピックス」
「フォーカス」「臨床検査のピットフォール」「ワンポイント
アドバス」「ラボクイズ」「読者質問箱」など，日常検査にす
ぐに役立つ論文ばかりですので，ぜひ，最後までお目通し
ください．� （大楠清文）
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あ と が き

編集室より
若い方には特に教育，教養が大切ですが，年配者にとって
も“きょういく”“きょうよう”が大事だそうです．つまり
は，今日行くところがあり，今日の用事（今日すること）があ
るということが，いつまでも元気で長生きの秘訣だそうで
す．巣ごもりもそろそろ卒業してよいようですし，これから
は，2つの“きょういく”“きょうよう”のためにも，人との
交流，行動の幅を広げられるとよいなと思っています．�（M）

技術講座
・血小板凝集能検査の基礎と臨床 �  國島 伸治
・呼吸機能検査�
─ 2021 年刊行ハンドブックに基づいて �  山本 雅史

・下肢静脈瘤における超音波検査のポイント �  秋山 忍
トピックス
・梅毒治療薬�
─ベンジルペニシリンベンザチンの再興 �  内田 裕之

・クロウ・深瀬（POEMS）症候群とVEGF �  橋口 照人
フォーカス
・薬剤性肺疾患─分子標的薬や免疫チェックポイント�
阻害薬における作用機序 �  野口 陽一朗，他

・臨床検査技師による病棟採血の取り組み �  辻 友紀
病気のはなし
・食中毒 �  小西 典子
過去問 deセルフチェック！
・血液製剤 �  国分寺 晃
疾患と検査値の推移
・脂肪肝（NASH，NAFLDを含む）�
─診断法および検査値と画像所見の推移 �  和久井 紀貴

臨床検査のピットフォール
・SARS-CoV-2 抗原定量検査の注意点！ �  金 貞姫
読者質問箱
・脳出血検体に，なぜアミロイド染色が�
必要なのですか． �  藤田 大貴

ワンポイントアドバイス
・ループスアンチコアグラントの�
臨床的意義と測定時のポイント �  山﨑 哲

臨床医からの質問に答える
・LAHPS って何ですか？ �  森下 英理子
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